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7 8 　 ラ ク ナ 梗 塞 例 に お い て 点 状 ヘ モ ジ デ リ ン 沈

着は脳出血発症の予想因子と考えられる.

今 泉 俊 雄 ・ 堀 田 祥 史 ・ 橋 本 祐 治

丹羽 潤

市立函館病院脳神経外科

【目的】T 2 -

w ei gh t e d M RI (T 2 W I) 上 の 点状低

信号 は, 無症候性出血 ( d o t - lik e h e m o -

sid e ri n

s p o t: d o t H S) と考えられ, 脳出血や ラク ナ梗塞 の

原因となる m i c r o a n gi o p a 也y と関連する .
ラ ク ナ

梗塞例 に お い て d ot H S と過去 の ラ ク ナ梗塞 , 脳 出

血 と の 関連に つ き検討 を行 っ た .

【方 法】 連続 し て 来院 し た 症候性 ラ ク ナ 梗塞

14 7 例 に T 2 W I を行い , 症候性脳 出血ま た は ラク

ナ梗塞の 既往の有無にて 2 群 に分け, 種々 の 因子

( d o t H S の 数 ≧ 5 , 年齢, 性別, 無症候性ラ クナ 梗

塞
, 無症 候性脳出血 , コ レ ス テ ロ

ー ル
, 高血圧 ,

糖尿病, 喫煙 , ア ル コ
ー ル) に つ きそれぞれ m u ト

tipl e l o gi sti c r e g r e s si o n a n aly si s を用 い検討 した .

【結果】 脳 出血 の 既往は 1 0 例 にみ られ, d ot H S

数 ≧ 5 の み が 独立 し て 有意 に 関連 し た ( O R ,

12 .2 ; 95 % CI; 1 .92 - 7 8 .1
, p

- 0 . 008 0) . ラ ク ナ梗

塞 の既 往は 2 4 例にみ られ, 無症候性ラ クナ梗塞

と独立 して有 意 に関連 した が ( O R , 5 .9 9; 9 5 %

C I; 1 .5 5 - 2 3 .1
, p

- 0 .009 4) , d o tⅢS 数 ≧ 5 と は関

連 しな か っ た .

【総括】 ラ ク ナ梗塞症例 に お い て d ot H S 数 ≧ 5

は脳出血発症 の危険因子 と考えられ, ラ クナ硬塞

の 治療に際 し d o tⅢS を観察する こ と は治療を行

なう上で重要であ る .

7 9 　 ク モ 膜 下 出 血 後 二 次 性 水 頭 症 の 発 症 機 序 と

ヘモジデリン沈着についての一考察
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【目的】慢性期 の出血 ( へ モ ジデ リ ン) は M RI

T 2 < S U P >
*
< / S U P > 強調画像で低信号域と し

て描出される. 我々の 検討で は, 脳動脈癌破裂に

よる ク モ 膜下出血 (S A H) 例 にお い て, ク モ 膜下

腔 に広 範囲 な へ モ ジ デリ ン 沈着を認 め た例 の み

が二次性水頭症 を発症 して おり, こ の機序に つ い

て考察した .

【方法】 脳動脈癌破裂によ る S A H 例で clip pi n g

また は コ イ ル 塞栓術を行 っ た後, 二次性水頭症を

呈 し た 連続 3 症 例 に 対 し て , 慢性期 に T 2 <

s u p >
* < / s u p > 強調画像と メ ト リザ マ イ ド脳

槽造影を行い , へ モ ジデ リ ン の 沈着部位と, 造影

剤 の 入り込 まない 部位に つ い て比較
･ 検討 した .

【結果】 T 2 < S U P >
*
< / S U P > 強調画像と メ

ト リザ マ イ ド脳槽造影 の 所見を比較 した と こ ろ ,

T 2 < S U P >
* < / S U P > 強調画像で の低信号域と

造影剤の 流人の 弱い部位はほ ぼ
-

敦 して い た .

【総括】 組織学的に S A H 後の ク モ 膜下腔 の 肉芽

形成部位で は, へ モ ジデリ ン沈着が認 め られて お

り, こ の 部分で は髄液の 流れが低下 して い る こ と

を予想 し検討を行 っ た . 今回の 結果は予想 に
-

敦

した もの で あり, T 2 < S U P >
*
< / S U P > 強調画

像で示 され る ク モ 膜下腔 の へ モ ジデ リ ン 沈着部

位で は髄液の流れ が低下 しており, 広 範囲に へ モ

ジデ リ ン沈着が あれ ば, 髄液の 流れ の低下 が起 こ

り, 二次 性水頭症 を引 き起 こ す と考え られ た .

T 2 < S U P >
* < / S U P > 強調画像で へ モ ジデリ ン

沈着を観察する こ と で, 二次性水頭症 の 発症を予

測でき る可能性が ある と思われた .

8 0 　 劇 的 な 臨 床 経 過 及 び M R I 所 見 を 呈 し た

H E L L P 症 候 群 の 一 例
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急激に 進行 する視力障害で 来院し た妊娠 7 ケ

月の 高血圧性脳症 の 患者さん で , 入院後間もなく

痘撃 (子痛) に伴い 早産 し, 児は蘇生術を施行後

に NIC U に転院搬送 とな っ た. 来院時 M RI で後頭葉

をは じめと した広範な H S I ( p o st e ri o r l e u k o e n -

c e p h al o p a 也y) を示 し, 血液検査所見 で溶血, 肝

酵素の 上昇, 血小板減少がみ ら れた が, 早産後の

臨床症状の改善に並行して, 劇的な変化がみ られ

た .

以上 の経過より, 妊娠 中毒症 に伴 っ た高血圧性


